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・
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四
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第
二
十
三
容
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五
八
λ

論

叢

泊
超
過
程
に
於
け
る
酒
枯
白
幹
線

流
通
過
程
に
於
げ
る
酒
税
の
轄
嫁

j画
税
ι) 
輔
嫁
を
諭
する

(二)

抄

見

頁R

第
五.

柿
特
掠
マ
』
疏
通
過
程
の
一

酒
乱
屯
家

ω生
産
過
程
を
へ
わ
ん
る
清
酒
は
、
各
純

ω流
通
過
程
を
へ

τ消
費
者
の
手
に
移
る
の
で
あ
る
o

此
等
の

経
路
の
中
、
消
費
者
正
小
賀
商
ご
の
聞
係
は
「
暢
嫁
古
流
通
過
程
の
二
」
芭
し
て
之
を
後
に
譲
h
、
惑
に
は
共
他
の

流
通
過
程
に
於
り
る
酒
税
輔
嫁
の
耀
様
を
、
摘
志
家
|
l
問
屋
|
|
仲
良

l
l小
責
商

ω順
で
諭
す
る
。

旅
日
池
過
税
に
於
り
る
酒
造
家

ω地
位
は
、
生
産
過
程
に
関
越
[
て
説
明
し
た
か
ら
、
誌
に
は
代
金
問
般
に
件
ふ

金
利

ω問
題
正
質
調
の
制
度
ご
に
問
題
を
限
局
す
る
。

生
産
過
税
に
於
て
説
明
ゼ

L
如
〈
、
清
酒
は
原
料
米
己
酒
税
と
附
帯
技
ピ
の
斜
め
仁
可
な
h
の
原
岡
慣
を
要
す
る

も

ω
で
あ
る
。
従
っ
て
澗
池
家
の
金
融
関
係
以
、
鴨
嫁
己
流
通
過
程
の
必
初
仁
於

τ研
完
せ
ね
ば
な
ら
凶
。
清
酒

の
原
舗
の
大
部
分
を
な
す
酒
税
の
立
替
の
問
題
に
閥
!
て
は
、
出
骨
て
本
誌
に
論
じ
た
る
が
如
く
、
地
方
に
よ
h
其

利
害
関
係
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
金
融
関
係

ω
第
二
正
し

τ逃
ぶ
べ
き
は
酒
造
家
が
呉
市
民
上
代
金
を
幾
グ
月
間
に
回

7) 拙稿;指摘申出世と租苗申立替(卒~，!;停二十二容第一腕)



枕
す
る
か
の
問
題
で
ゐ
る
。
灘
五
郷
仁
っ
き
調
査
す
る
正
、
第
八
表
の
結
果
を
得
る
事
が
出
来
る
o

筒
八
表
大
正
十
-
酒
場
年
度
清
酒
葺
上
代
金
田
肱
表
(
車
位
千
闘
)
(
西
宮
枯
務
署
副
査
)

!

ー

ー

L
同
医
は
司
昨
日
川
岸
川
ほ
口
直
同
凶
ι山
一
一
年
以
よ
一
回
肱
不
能
一

地

〉

い

一

一

交

一

ー

会

一

一

一

|

一

l
一

廿

l
u」

u
h地
口

一

i

i

l

岡
山
云
一
一
一
=
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

J
一
プ
一
口
比
一
一
ー
一
日
一

件

闘

移

出

一

上

l
一

L

担
豆

計

一

一

英

一

J

8

T

E

A

-

田
、
婁
玉
、
亘
書
=
一
三
一

第
八
表
仁
よ
る
ご
代
金
の
岡
敬
は
三
ヶ
月
以
上
一
年
以
内
に
最
も
多
〈
行
は
れ
る
事
正
な
っ
て
ゐ
る
。
代
金
回

放
の
遅
延
は
租
税
の
立
答
芭
相
結
ん
で
、
流
通
過
程
に
於
け
る
酒
造
家
に
金
融
上
重
大
な
る
影
響
を
奥
へ
る
。
が

(
て
回
牧
選
延
代
金
及
び
立
替
祖
税
の
金
利
は
醸
造
家
自
ら
が
負
指
す
る
事
芭
な
h
、
従
っ
て
輔
嫁
閥
係
に
も
旋

動
を
生
十
る
の
で
あ
る
o

次
は
凹
貝
緬
の
制
度
で
あ
る
。
酒
造
家
は
、
自
家
醸
諮
り
清
酒
を
、
問
屋
其
他
の
流
通
過
程
上
の
後
人
に
東
却
す

&
凶

vpt-

る
の
を
原
則
ご
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
無
印
物
を
醸
造
す
る
小
酒
造
家
は
、
不
景
気
に
て
金
融
の
道
が
つ
か

F
る

時
、
叉
は
週
慌
の
最
気
の
際
に
て
も
有
名
目
聞
を
擁
す
る
大
酒
志
家
に
貰
却
す
る
を
利
盆
正
考
ふ
る
時
に
は
、
自
家

の
清
酒
を
他
の
大
酒
造
家
に
桶
麗
す
る
の
で
の
る
。
か
〈
て
買
酒
を
な
し
た
る
大
酒
造
家
は
、
或
は
買
酒
を
裳
催

に
、
又
は
其
買
酒
を
他
の
買
酒
又
は
自
家
醸
造
の
清
酒
正
混
じ
て
、
自
家
の
商
標
の
下
に
市
場
に
貰
h
出
す
の
で

あ
る
、
同
一
品
質
の
清
酒
に

τも
‘
有
名
品
ご
し
て
市
場
に
出
る
方
が
無
印
物
E
し
て
現
は
れ
る
よ
・
り
も
高
田
聞
に

叢

論

枕
曲
過
程
に
於
け
る
南
極
の
鞠
娘

第
二
十
三
巷

(
第
四
蹴

ハ
七
)

E
λ
九

官f
弓き一

回目
J

一三一
一、九奈

九
回
亙

呈、-垣



指

護

協
調
過
程
に
品
目
。
る
梢
枕
の
陣
館

第
二
十
三
寄

「
第
四
腕

，、
F、

五
九
O

評
回
国
せ
ら
れ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
此
場
合
同
貝
摘
を
し
た
る
大
酒
造
家
は
大
に
利

L
、
楠
責
を
試
み
た
る
小
泊
治

家
は
殆
ん
ど
利
盆
を
牧
め

F
る

ωみ
か
往
々
損
失
に
格
品
、
而
か
も
此
現
象
が
毎
年
繰
旬
、
返
へ
き
れ
て
ゐ
る
の
を

見
受
り
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
或
柿
の
小
泊
諮
家
が
何
故
か
、
品
不
利
を
忍
ん
で
迄
も
酒
造
業
を
総
縞
す
る
か
の

疑
問
が
起
り
得
る
の
で
ゐ
る
が
・
こ
れ
経
済
現
象
に
非
合
理
的
分
子
的
加
っ
て
ゐ
る
一
泊
例
で
あ
る
o
蓋
し
酒
造

家
な
る
も
の
は
多
〈
は
地
方
の
名
叫
家
な
る
が
依
仁
、
帥
営
利
を
離
れ
て
も
父
疏
侍
来
の
酒
造
業
を
闘
守
す
べ
〈
、

従
っ
て
彼
等
は
、
金
銭
の
損
失
を
忍
び
て
も
傭
統
的

ω誇
を
維
持
せ
ん

t
f
る
か
ら
で
あ
る
。
合
理
化
し
た
る
現

代
経
済
枇
曾
に
か
、
る
非
合
理
的
の
現
象
的
存
在

L
て
ゐ
る
事
は
、

こ
れ
亦
特
嫁
閥
係
争
~
彼
雑
に
せ
し
む
る
一
一
胤

因
で
あ
る
。

酒
器
・
米
世
離
れ
た
る
清
酒
は
、
通
慌
の
形
式
な
ら
ば
、
問
屋
の
手
に
入
り
、
更
に
縛
じ
T
仲
買
人
h
f
通

ι小
寅

向
の
手
に
入
る
の
で
あ
る
o

只
此
酔
聞
は
地
方
に
よ
h
両
府
に
よ
h
非
常
に
異
b
一
様
に
律
す
る
事
が
出
来
な
い
、

議
に
は
、
か
の
脹
史
的
に
省
名
な
る
灘
酒
池
業
者
玉
県
京

ω新
川
問
屋
ご
の
関
係
'
ぜ
叙
ぷ
る
に
止
め
よ
う
o

東
京
の
新
川
に
は
約
十
五
軒
り
姻
問
屋
己
約
十
三
軒
の
酒
類
問
屋
Z
が
め
っ
て
、
専
ら
此
等
の
問
屋
が
灘
酒
を

取
扱
っ
て
ゐ
る
の
明
あ
る
。
本
来
、
灘
酒
は
酒
問
屋
の
み
が
之
を
扱
ひ
、
酒
類
問
屋
は
地
廻
物
を
専
門
ご
し
、
各

々
分
業
を
守
っ
て
ゐ
た
の
で
ゐ
る
が
、
現
今
に
て
は
雨
者
の
匝
別
な
〈
何
れ
も
灘
栂
を
扱
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

灘

ω掴
謎
家
的
中
で
も
特
に
魚
附
1

御
影
、
西
郷

ω酒
造
家
は
、
雨
問
屋
を
遁
ら
5
る
寅
替
の
方
法
迄
も
採
用
し

て
ゐ
る
。
灘
酒

ω東
京
に
於
げ
る
流
通
過
杭
は
現
今
に
於
て
次

ω
二
稀
に
分
れ
る
の
で
あ
る
。



酒
盛"

千
「←寸
酒酒

商問
宇宇

ヰ平
鹿賀
商商

Il 

調

面護
晶君、
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宜
陶

正面

議

枕
趨
過
程
に
於
け
る
酒
糧
自
輔
綜

臨
二
中
一
一
一
笹

〔
品
四
回
悼

，、
1， 

_Tr. 
Jc 

か
(
の
如
(
取
引
関
係
は
恰
も
渇
渡
期
に
属
せ
る
が
放
に
、
之
を
正
確
に
設
明
す
る
事
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
只
代
表
的
山
意
味
に
於
て
、
新
川
問
屋
Z
灘
酒
造
家
己
の
委
托
版
責
り
閥
係
を
越
ぺ

τ置
か
う
吋

灘
の
掴
治
家
が
新
川
問
屋
に
清
酒
を
積
出
す
ご
、
問
屋
は
東
京
騨
よ
ち
悶
尾
迄
の
蓬
賃
を
負
婚
し
て
清
酒
を
引

取
る
の
で
あ
る
。
問
時
四
は
酒
造
家

ω指
定
債
格
の
範
園
内
に
て
委
托
清
酒
を
貞
却

L
・
共
翌
月
頃
に
員
捌
舗
絡
の

七
分
金
又
は
八
分
金
を
酒
造
家
に
透
る
の
で
ゐ
る
。
而
し
て
残
僚
の
二
分
金
又
は
三
分
金
は
、
そ
れ
よ
b
問
屋
口

俊
(
由
民
捌
債
務
内
七
%
)
倉
厳
料
を
差
引
き
、
年
一
回
五
月
頃
に
計
算
す
る
の
で
あ
る
。
か

f
云
へ
ば
東
京
新
川
問

屋
は
常
に
資
捌
債
格
の
七
分
日
銭
を
受
け
、
共
投
入
が
確
定
し
て
ゐ
る
慌
で
ゐ
る
が
、
必
中

L
も
そ
う
で
無

γ
。

貨
は
、
取
引
賞
事
者
の
強
刊
朝
関
係
如
何
に
よ
り
問
屋
町
銭
は
七
分
以
上
の
事
も
あ
b
叉
そ
れ
以
下
の
事
も
あ
る
。

問
屋
は
、
自
己
が
弱
者
で
あ
れ
ば
‘
仕
切
値
段
を
加
減
し
て
不
利
を
忍
び
、
酒
造
家
が
弱
者
で
ゐ
る
時
に
は
、
自

己
に
有
利
な
る
仕
切
を
定
め
る
事
に
な
っ
て
ゐ
る
o

組
枕

ω樽
嫁
関
係
は
枠
拡
に
て
も
大
に
奈
苫
れ
る
の
で
あ
る
。

か
f
τ
清
酒
は
、
酒
治
家
ょ
。
問
屋
仲
良
の
手
を
へ
て
小
由
民
申
聞
に
至
る
迄
に
、
縄
々
の
複
雑
な
る
影
響
を
受
(

る
も
の
で
あ
る
c

小
責
商
Z
消
費
者
ご
の
流
通
過
桂
に
つ
い
て
は
、
項
を
新
た
仁

L
て
越
ぺ
ょ
う
。

第
ノ、

轄
椋
4

」
疏
通
過
程
の
二



論

議

協
調
過
程
に
於
け
る
摘
枕
心
輔
隙

第
一
一
十
三
巻

(
第
四
揖

七

O
)

五
ゴL

納
税
者
た
る
酒
造
家
の
納
め
し
酒
税
を
指
枕
指
定
者
た
る
消
山
賞
者
に
時
嫁
す
る
最
後
の
人
は
、
小
貰
商
た
る
を

常
ご
す
る
。
考
へ
方
に
よ
れ
ば
、
小
貨
商
は
流
泌
過
程
に
於
り
る
酒
税
輔
嫁
に
闘

L
最
も
重
要
な
る
役
目
を
演
す

る
諦
で
あ
る
o
生
産
過
程

ε流
通
過
程
ご
を
通
じ
て
糟
嫁
が
都
合
よ
〈
行
は
れ

τも
・
こ
の
長
後
の
階
段
に
於

τ

失
敗
せ
ば
、
凡
て
が
無
効
に
蹄
す
る
炉
ら
で
あ
る
o
小
貨
商
E
消
費
者
Z
の
閥
係
は
地
方
に
よ
b
大
に
異
っ

τゐ

る
が
、
必
に
は
清
酒

ω大
消
費
地
花
る
東
京
、
大
阪
、
京
都

ω三
大
都
市
を
標
準
ご
し
て
研
究
を
進
め
る
。

第
一
に
明
か
に
す
吋
き
は
小
賀
商
の
数
、
そ
の
一
ゲ
年
に
於
り
る
清
酒
販
寅
石
数
及
び
版
貧
困
咽
額
で
あ
る
。
本

来
此
叩
聞
の
研
究
に
ぽ
岡
勢
調
査
英
他
の
官
廓
統
計
を
も
併
用
す
ぺ
語
、
筈
で
ゐ
る
が
、
職
業
の
分
類
法
が
な
の
目
的

に
池
し
な

γ
か
ら
い
1

同
業
組
合
の
報
告
の
み
を
用

οた
。
東
京
酒
矧
仲
買
小
寅
商
同
業
組
合
、
大
阪
酒
類
商
同
業

組
合
、
京
都
市
酒
頻
商
同
業
組
令
よ
b
第
九
表

ω材
料
を
提
供
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
事
に
は
震
災
の

結
果
凡
て
の
鮎
に
つ
い
て
東
京
の
数
字
が
不
充
分
で
あ
る
。

販
膏
宿
敵
、
償
額
茂
組
骨
員
教
累
年
比
較
表

ハ
門
大
甑
酒
翻
商
開
業
組
合
(
明
治
ニ
一
十
九
年
一
月
十
一
日
創
設
)

版
斑
石
船
叫
ん
阪
市
置
償
制
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酒
小
資
商
り
地
位
を
知
覚
に
示
し

τゐ
る
o

小
史
出
向
以
問
尾
又
は
仲
買
よ
b
消
・
舗
を
購
入
L
、

品
質
セ
蝋
梅

L
τ
小
僻
に
砧
め
か
え
、
消
役
者
り
前
文
に
肱
じ
て
自
制
時
取
に
て
配
述
す
る
、
そ
の
代
金
は
一
一
一
ヶ

月
後
に
岡
牧
J
る

ω
で
あ
る
o
従
つ

τ消
油
小
資
肉
は
、
或
立
山
舶
に
於

τ、
酒
造
家
で
あ
ち
、
蓮
巡
業
者
で
あ

h
、
一
見
に
金
融
裟
者
で
あ
る
o

こ
の
複
雑
な
る
資
佐
伯
を
仙
へ
た
泊
小
向
商
ヨ
}
号
、
我
凶
川
州
大
内
相
税
た
る
酒
松

ω

仙
川
帥
跡
的
最
後
の
局
ド
し
…
寄
る
人
で
わ
る
。

川
開
帥
川
ピ
小
-HH
向
よ
り
泊
政
省
に
至
る
流
通
過
杭
に
り
い
て
は
大
悦
夫

ω如
5
特
徴
合
間
串
げ
る
胡
が
山
家
る
o

一
、
「
一
泊
届
正
点
服
口
組
ピ

ω
支
捌
は
4

一
叫
が
な
(
て
も
立
い
」
Z
一
五
ふ
一
面
史
的
一
不
す
如
(
、
止
池
山
相
仁

τ支
腕
山
り
延

滞
又
は
叫
問
倒
れ
が
比
較
的
多
い
の
で
ゐ
る
Q

近
川
引
は
毎
月
二
十
五
日
に
峡
舗
を
締
切
土
ニ
十
日
に
集
金
す
る

事
ピ
定
土
り
一
臨
胞
は
小
史
取
引
が
険
料
改
善
せ
ら
れ
て
ゐ
る
誇
で
あ
る
が
、
小
良
市
問

ω
多
(
は
依
然
此
貼
で

金
融
上
の
首
し
み
を
受
付
つ
、
ゐ
る
o

二
、
多
数
り
続
唱
す
者
が
併
立
す
る
正
せ
ば
、
酒
小
員
向
は
、
ゐ
ら
ゆ
る
機
曾
合
捕
へ

r自
家
を
宜
伸
せ
ね
ば
な

ら

ωo
加
し
銘
酒
、
券
酒
、
清
涼
飲
料
水
の
如
吉
、
商
機
的
r

通
っ
た
定
倒
Hmhz
柑
利
又
は
旧
制
失
を
忍
び
て
寅

却
し
、
以
て
捕
容
的
心
を
つ
な
「
手
段
に
供
;
。
諜
で
ゐ
る
o

こ
れ
が
補
充
ご

L
て
は
、
一
川
越
川
を
安
〈
叩

き
民
ひ
之
を
高
備
に
川
附
食
[
一

τ巨
利
を
牧
め
る
の
で
ゐ
る
。
か
〈
て
筒
々
り
向
日
間
に
つ
い

τは
、
或
は
五
割

の
利
後
り
も
的
五
分
的
利
盆
山
り
も
の
又
は
五
分
の
損
失
の
も
の
が
ゐ
る
が
・
全
焼
ご

Lτ
相
伶

ω
利
盆
を
牧

め
ん
正
す
る
終
業
方
針
が
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

A
W

融
関
係
、
需
給
開
係
等
的
事
仙
に
基
主
的
畑
山
り
卸
寅
伯
段
は
絶
え
中
越
勤
[
て
ゐ
る

三
、
税
法
的
改
疋
.

4市

}~ 

拙
遁
温
程
に
川
町
け
る
泊
枕
の
柿
神
的
時

へ
体
刊
腕

部-一十一一一巷

ト
ぃ
ト
」

五
九
九



露両

議

誠
掴
過
程
に
於
け
る
画
枕
白
崎
臨

弟
二
十
三
谷

(
錨
凹
腕

b
A
)
 

六

0
0

が
、
小
責
値
段
の
方
は
山
間
合
仁
同
定
し
て
ゐ
る
o

こ
れ
小
資
そ
の
も
の
、
性
質
よ
h
蛍
然
来
る
結
論
で
ゐ

る
。
然
ら
ば
卸
寅
値
段
が
高
〈
な
っ
た
に
拘
ら
中
小
由
民
値
段
が
動
か
な
い
u
E
き
は
如
何
に
切
'
り
段
け
る
か
E

一
五
ふ
己
、
品
質
R
A

ぴ
桝
目
を
怒
〈
す
る
事
に
よ
っ
て
資
質
上
的
俗
上
げ
を
行
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
一
一
一
つ
の
特
徴
は
特
嫁
を
一
層
複
雑
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
客
寄
せ
目
叩
」
を
買
っ
た
人
、
月
末
に
疋
直
に

支
抑
ム
入
、
仰
-MH
倣
段
が
下
っ
て
ゐ
る
の
に
は
小
資
値
段
が
動
か
な
い
時
に
酒
類
を
消
費
し
た
人
は
、
慌
に
時
嫁

以
上
の
負
携
を
受
り
、
然
ら
ぎ
る
人
は
酒
枕

ωF負
捻
の
一
部
又
は
全
部
を
兎
れ
る
の
で
あ
る
。

近
頃
公
設
市
場
の
出
羽
が
掴
小
責
商
の
一
部
に
脅
威
を
奥
へ

τゐ
る
が
、
未
だ
英
程
度
は
微
弱
で
あ
る
。
寧

ろ
、
容
器

ω改
良
が
行
は
れ
、
凡

τの
清
酒

ω分
位
、
品
質
及
び
倒
椛
が
確
定
せ
ら
れ
棋
準
化
せ
ら
れ
て
来
る

ご
、
小
責
取
引
も
改
善
せ
ら
れ
、
酒
税
轄
嫁
も
回
滑
に
進
め
ら
れ
る
一
割
に
な
る

ωで
ゐ
る
。
第
十
一
表
に
よ
る
ピ

第
寸唱

表

灘
五
都
清
清
掃
語
蹄
詰
賠
責
高
表

(
山
中
位
石
)

i品

司1

石

亜k

磁
陶
器
製
北
他
山
特
器
入

輔

zi--

石

釦i

大

正

七

泊

造

年

皮

刊

入

酒

造

年

此

同

北

一

出

港

年

庇

同

十

泊

越

年

出

向

十

一

泊

地

年

度

七
五
、
八
八
官

入

C
、五
λ
ニ

λ
四
、
一
且
玄
入

一C
一一、北七一

一三三一、
λ

一一

四四 U~I 三七
回一四六ーヒ

三
五
三
、
一
一
五

四
三

C
、E
一
軍

=一
O
八、七三
O

=一切八九、国王者

三七
λ
、
五
二
九

の
数
字
を
得
る
事
が
出
来
る
。
樽
詰
石
数
に
比
し
瓶
詰
石
放
の
割
合
が
年
々
増
l
て
来
る
事
は
多
〈
の
方
面
に
影



に
特
に
有
力
で
あ
る
o

響
を
及
ぽ
す
が
、
流
通
過
程
の
最
後
の
階
級
た
る
小
資
商
品
胡
消
費
者
の
胸
係
に
於
て
、
縛
嫁
を
合
理
化
せ
し
む
る

酒
税
の
輔
嫁
は
可
な
る
複
雑
な
る
経
路
を
己
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
時
嫁
の
故
後

ω階
絞
に
於
て
盆
々
足
並
が
乱

れ
て
ゐ
る
の
は
注
目
す
ぺ
き
現
象
で
あ
る
。

第
七

酒
税
特
掠
の
特
殊
性

以
上
、
酒
税
の
鱒
嫁
の
問
題
を
、
我
闘
の
宿
泊
地
一
石
税
仁
っ
き
、
生
産
過
科
及
び
流
通
過
料

ω耐
方
面
に
わ
た

h
嗣
ぺ
た

ωで
ゐ
る
。
其
結
果
、
我
闘
の
酒
税
山
鞠
妹
聞
係
に
は
皆
川
の
剥
命
事
佑
及
び
経
済
萌
怖
に
基
(
特
殊

か
の
凋
逸
仁
於
て
試
み
ら
れ
た
る
市
首
芽
税
、
火
酒
税
、
葡
殉
酒
税
の
神
嫁
の
研
究

ω
結

の
現
象
存
す
る
が
放
に
、

川
市
を
主
(
儲
我
闘
に
移
植
L
難
き
を
知
っ
た
の
で
あ
る
o

約
一
淵
華
街
枇

ω鴨
妹
凶
特
徴

t
L
τ
出
事
「
べ
き
は
‘
精
一
胸
中
」
一
千
A
W
ピ
清
酒
造
石
校
内
鞠
嫁
に
奉
加
す
る
門
人
ご

O

K

4

4

r

M

M

ヒ
ミ
ヅ

で
ゐ
る
o

清
酒
な
る
物
は
、
狂
水
£
叩
併
せ
ら
る
、
が
知
〈
、
商
品
ご
し
て
は
栂
々
の
短
所
を
有
し
て
ゐ
る
、
生

盛
期
間
が
何
日
に
限
ら
れ

1
i四
季
醸
造
は
川
正
「
て

l
i
一
年
中
り
市
要
に
劃
す
る
見
越
生
産
十
共
期
間
内
に

完
了
す
べ
〈
、
叉
「
酒
民
高
流
」

ω言
葉

ω
一
不
す
如
〈
同
一
原
料
を
同
一
地
方
に
於
て
用
ふ
る
も
必
中
し
も
同
一
製

命
一
湿
〈
(
桶
物
-
-
一
年
、
樽
物

口
問
を
濁
す
を
得
F
る
が
加
言
、
運
搬
す
れ
ば
勿
論
山
一
事
貯
放

L
て
置
〈
だ
け
で
も
銚
減
を
生

ι、
真
に
製
品
の
議

可
な
り
長
し
)
麗
質
腐
敗

ω危
険
多
き
が
如
量
、
其
泊
例
で
め

(
品
静
岡
腕

ご
ヶ
月
、
瓶
物

論

議

統
描
制
程
に
於
け
る
摘
粧
の
輯
仙
臨

第
二
十
=
一
巻

七
九
)

ノ、
C 



油
迦
過
程
に
ぬ
げ
る
酒
祉
の
輔
総

第
二
十
三
谷

(
革
問
腕

:i'&; 

iiik 

入

O
)

r、
O 

る
。
従
っ
て
製
品
企
な
る
べ
(
早

f
寅
b
逃
げ
資
金
山
運
憾
に
混
同
成
す
る
必
要
生
じ
、

か
f
て
取
引
は
可
な
ら
投

機
的
に
な
る
り
で
あ
る
。

叉
消
泊

ω
糊
嫁
に
た
づ
き
は
る
人
は
過
去
内
侍
統
ど
現
質
的
純
情
主
義
ご
の
巾
聞
に
初

往
し
‘
似
品
非
八
日
迎
的
り
行
動
乞
亡
つ

τゐ
る
。
件
醗
山
山
本
が
本
家
山
山
石
板
ヤ
唱
す
ふ
が
如
き
、
加
問
um
加
知
阿
川
原

が
特
叫
跡
的
取
引
方
法
仁
机
v
h
υ

る
が
如
き
、
泊
技
者
M
r

小
-H古
川
に
剥
!
て
市
川
人
、
運
搬
染
者
、
合
融
業
者
、
「
川

m

附

3
」
等

ω複
雑
な
る
資
村
合
要
求
せ
る
が
如
き
も
調
小
説
業
そ
り
も

ω
が
大
w
仙
台

r於
け
る
地
方
計
年

ω
職
業

。

の
狐
附
み
な
る
が
如
話
、
出
羽
然
り
で
ゐ
る
。
-
】

ω、
両
H
川
£
[
τ
不
純
常
な
る
物
を
午
ば
封
建
的
色
彩
を
帯
び
た

。人
印
も
説
家
及
び
中
産
階
級
が
取
扱
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
酒
税

ω
帥
絡
が
A
H
沌
的
に
進
ま
な
い
の
は
常
然

ω
結
論

。

。

こ
の
物
ピ
ニ
の
人
♂
」
が
相
結
ん
で
佐
々
不
可
解
的
現
象
台
認
す
る
事
が
あ
る
o
酒
枕

ω
税
率
的
引
上
の

で
ゐ
る
。

前
に
は
、
各
酒
匙
家
は
従
前
的
低
き
税
率
に
て
多
批
仁
生
志
郎
せ
ん
正
努
め
る
内
で
ゐ
る
o

勿
論
一
』
れ
に
土
h
生
産

貸
は
明
仁
之
を
遁
滅
す
る
事
が
山
市
消
る
の
一
で
あ
る
が
、

一
両
市
瓦
を
開
慮
山
ピ
ゴ
る
行
川
的
初
力
的
結
川
市
ピ

l
τ
過
剰
小
一

Jlb ii世
司王 1= 
f由主 陥
lこる
基主'11:
〈 カす
叫)ゐ

E る
め O

る事t
09)卒

ー上
後
(/) 

方
力安

引
上
前
よ
b
消
栢
山
り
飾
的
が
安
〈
な
る
正
一
五
ふ
謎
磁
を
一
市
す
の
は

品
川
畑
い
叫
が
無
差
別

ω従
量
枇
な
る
事
よ
b
生
す
る
粕
川
市
を
も
此
際
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
我
凶
の
酒

税
法
は
従
量
税
工
わ
る
、
従
っ
て
滑
油
一
石
が
五
十
回

ω附
で
も
百
回
の
仰
で
も

l
l税
法
的
改
正
無
き
限

b

1
1枚
組
が
一
定
し
て
ゐ
る
、
換
言
せ
ば
清
酒

ω
附
恨
絡
の
謎
勤
に
件
。
、
税
事
は
刻
々
に
麗
動
L
τ
ゐ
る
ご
一
耳
ふ

北村銑氏，統計上り翻たるlW柄II:ii珪界。)



事
が
出
来
る
o
第
二
に
酒
枇
は
従
量
税
に
し
て

E
っ
無
等
級
で
あ
る
、
主
(
結
袋
一
升
五
周
の
銘
酒
、
も
一
升
七
十
銭

の
地
酒
色
、

ぞ
の
醸
造
家
に
於

τは
同
額
の
税
制
酬
を
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
印
も
下
等
口
間
程
多
(
の
税
率
を
負
強
し

上
等
口
問
粍
税
率
が
少
で
ゐ
る
Q

こ
の
二
つ
の
事
賀
川
仙
酒
枕

ω開
嫁
を
論
宇
る
に
常
L

リ
非
常
に
重
要
で
あ
る
o

酒
税

の
枕
率
の
樋
勤
正
一
疋
ふ
の
は
石
凶
十
回
ピ
一
疋
ふ
総
川
町
額
が
山
俊
貼
で
あ
る
が
、
又
は
従
傾
幾

uA1
セ
シ
ト
が
重
心

で
ゐ
る
か
を
明
か
に
せ
叫
ば
な
ら
向
。
も
し
淵
枕
時
嫁
の
怠
比
怖
が
後
者
の
初
制
到
的
的
も
の
な
h
ご
せ
ば
、
特
に
此

紡
を
大
に
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
嗣
C

孟
L
無
差
別

ω一
従
量
税
な
る
一
耕
は
酒
税
的
縛
嫁
関
係
を
一
一
府
複
雑
に
進
ま
し
hu

る
か
ら
で
ゐ
る
Q

机
枕
の
帥
開
嫁
を
説
明
す
る
に
際
し
、
恰
も
リ
ノ
レ

1
競
争
の
附
に
走
者
が
タ
プ
レ
ヅ
ト
を
授
受
す
る
が
如
〈
考
へ

る
人
が
ゐ
る
、

酒
税
な
る
タ
プ
レ
ツ
ト
が
撚
枇
者
な
る
栖
治
家
的
手
よ
り
離
れ
る
ご
、

仲
介
者
た
る
閑
尿
、

町
民
、
小
斑
古
川
が
順
弐
に
之
を
授
受
し
、
結
局
縫
税
指
定
者
た
る
消
費
者
の
手
に
周
(
認
で
め
る
o
然

L
、
少
〈
ご

も
我
闘
の
泊
酒
造
石
枕
に
於
て
は
、

か
、
る
機
械
的
制
袋
を
施
す
事
は
出
来
な
い
。
勿
論
鴨
嫁
の
第
一
歩
た
る
酒

志
家
に
於
て
は
、
泊
枕
を
共
他

ω附
郎
州
問
ピ
切
h
雌

L
て
考
へ
る
事
は
可
能
で
ゐ
ら
う
。
然
じ
問
屋
に
至
h
て
は
、

資
捌
倣
段
の
七
分
が
問
屋
口
銭
ピ

Lτ
問
題
正
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
酒
治
家
の
納
め

L
酒
税
が
拳
拾
奉
岡
な
-P

L
や
四
十
固
な
り
し
や
は
従

ω一
事
貨
で
ゐ
る
o
克
に
小
資
繭
に
於
て
は
、
酒
税
ご
炉
問
尾
口
銭
ピ
か
は
第
二
次
的

の
性
質
乞
有
す
る
に
過
ぎ
す
、
向
貝
低
三
民
純
正
の
間
に
相
嘗
鞘

ωゐ
る
事
が
唯
一
の
円
的
で
あ
る
。
思
ふ
仁
納
税

議

流
地
過
程
に
於
げ
る
泊
説
申
枠
舘

(
品
問
腕

1詰

訪
ニ
イ
三
容

，1. 

) 

ムハ
Q

1'1' 
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自首

3世

油
叫
掴
過
程
に
於
け
る
酒
秘
白
鞘
鈎

第
二
十
=
一
審

(
弟
回
腕

λ 

) 

六
O
凹

者
た
る
酒
造
家
で
は
、
他
の
生
産
費
正
酒
税
古
が
債
格
の
中
に
混
合

(
E
E
C
耳
)
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、

其
仙
の
要
素
か
ら
酒
税
を
遊
雌
し
て
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

然
L
流
通
過
程
上
酒
遺
家
の
後
人
た
る
問
忌
及

び
小
良
市
に

τは
七
分
U
銭
正
か
二
割
の
利
盆
ご
か
い
重
心
ピ
な
hJ
、
従
っ
て
か
の
酒
造
家
の
支
挑
ひ

L
酒
税
な

る
も
の
は
他
の
原
艇
ご
全
〈
化
令
(
の
O
E
3
E
ι
)
L、
分
雌
す
る
引
が
出
来
な
い
も
の
に
な
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
流

通
過
桜

ω前
人
た
る
泊
造
業
者
仁
「
R

公
権
力
の
後
勘
ご
し
て
の
組
税
」
を
説
L
た
ど
云
ふ
事
は
、
謀
せ
な
か
っ
た
芭

一
苫
ふ
端
正
は
み
一
〈
捌
係
が
四
時
つ

τゐ
る
。
然

L
前
人
に
認
し
た
酒
税
が
、

y
レ
1
競
弔
す
の
タ
プ
レ
ツ
ト
の
如
(
、

長
値
の
姿
で
後
人

π
る
治
山
賞
者
に
帰
着
す
る
ご
考
へ
る
の
は
、
伶
h
に
機
械
的
仁
過
ぎ
た
議
論
で
あ
る
。
況
ん

。

ゃ
、
酒
税
の
特
嫁

ω封
象

W
た
る
清
摘
が
紅
水
正
和
せ
ら
れ
・
此
を
扱
ふ
人
が
宇
ば
封
建
的
宇
ば
現
代
的
に
行
動

L
、
而
も
無
等
級
の
従
量
税
が
行
は
る
、
結
果
戒
意
味
に
於
て
は
卸
寅
相
場
小
民
相
場
の
後
勤
ビ
品
去
に
刻
々
酒
税

の
税
率
の
一
事
質
上
の
改
正
を
見
る
が
如
き
現
獄
に
あ
ち
て
は
、
問
題
は
愈
々
迷
宮
に
入
ら
5
る
を
得
な
い
。
こ
れ

非
合
理
的
分
子
を
瀬
慮
す
べ
し
吉
一
再
ふ
所
以
で
あ
る
。

酒
枕
の
納
税
者
は
湘
治
家
、
酒
枕
の
携
税
者
は
酒
州
問
の
泊
費
者
な
h
z
は
凡
て
の
人
の
確
信
す
る
所
で
あ
ら

う
Q

然
し
此
柿
の
確
信
は
納
税
者
ご
鎗
枕
者
ご
の
距
離
が
遠
け
れ
ば
遠
い
花
、
弱
め
ら
れ
る
り
で
あ
る
o

納
税
者

Z
鍍
税
者
正
が
…
陥
っ
て
ゐ
る
所
説
・
見
輔
の
場
合
仁
、
噛
四
期
の
鴨
嫁
が
他
の
僚
件
の
録
的
に
如
何
仁
甚

r
L
f
素
吉

れ
る
か
は
本
研
突
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。


